＊＊＊＊＊＊＊＊　　２日目
９　木星の近況　（堀川　→　伊賀）
（１）　ＮＥＢｎの白斑の

　　白斑Ｙと白斑Ｚのマージ

　　　　全体として６個見られるが、Ｚは長命で１９９７年から存在している。Ｚ以外は自転が遅く、今回は

ＺがＹに追いつき、マージするかもしれないという期待が持たれた。

　　　　６月２９日あたりに非常に近づいた。６月１０日前後にやや接近速度が遅くなったが６月の末に衝突した。Ｚは北に、Ｙは南に変化した。Ｙはやや後方にすれ違ったような白斑が見られ、すぐに見えなくなった。ロジャースは一部が取り込まれたのではないかと考えている。しかも、Ｚは大きさが大きくなりＢＡが大きくなったのと同じ現象のように思われる。少なくとも部分的でも合体したことは正しいだろう。

　　　　次の白斑は目の前に来ており、そろそろ合体した可能性がある。その結果、さらに大きくなっている可能性もある。ただ、必ずしもマージしているのではなく、消えていくものもかなりある。今回のようにしかもシーズンの最中に起こったのは珍しいことだった。

　　瀧本　　なぜＺはいつまでも残ったのか。

　　　　堀川　　ひとつだけ自転周期が違っていることが、ほかの白斑との相違点である。

　　　　　　　　　（ここで、堀川さんは帰宅された。）

（２）　ｍｉｄ－ＳＥＢ　ｏｕｔｂｒｅａｋ

　　　　この話題は、後から伊賀さんが研究発表するので後回し。

（３）　ＢＡ赤化

　　　　２月２７日にＧｏさんが報告してきた。Ｇｏさんがいろいろ言い出したことから、にわかに注目された。とうとうＨＳＴも撮影をするようになった。着色された部分はドーナツ状になり、リング状の渦になっていることが良くわかる。メタンでも良く写り、上空まで上がっているようだ。

　　　　６月になり、非常に近づいた。パーカーさんの画像でよくわかる。７月にはＧＲＳの真上に来た。赤いまま通過した。多少は形が変わっている。

　　　　　　　　　　（ここで永続白斑のマージについて解説される。）

　　　　２００１年から２００２年にかけてＧＲＳの真上を通過したときは、形がほとんど変わらなかったが、熊森さんの６０ｃｍの画像には赤いリングがかすかに写っていた。今回だけの現象ではない。
　　（おまけ）　

　　　　ボイジャーの画像だったと思うが、ＮＮＴＢ付近の白斑の内部に、赤いリングの写ったものがある。今回の会議に目って来たかったが、間に合わなかった。

（４）　ＧＲＳとＳＴｒＺ

　　　　ＳＥＢｓの南縁のドーナツ暗斑がＧＲＳの北を通過していく様子が捉えられている。４．５日で一周していることが、ロジャースによって指摘された。

　　　　ｄａｒｋ　ｓｔｒｅａｋは３月から伸び始め７月はじめに最長となり７月の終わりには消えていった。ＧＲＳから離れていくときに、左斜め上がりに移動していく様子が見られた。一般には１００度くらい伸びると消えることが多い。ＢＡＡではこのドーナツ白斑に名前をつけている。「キュー」という名前。

　　　　９月３日にはじめの画像が説明された。

（５）　ＳＴｒＺの暗斑　

　　　　大赤斑後方の暗斑は停滞している。大変珍しい物だ。緯度が違っているので、ＳＥＢｓの暗斑とは少し違ったもののようだ。

（６）　ＧＲＳの縮小　

　　　　大赤斑は次第に小さくなってきている。グラフから見ると、９６年は１９度あったが現在は１６度になった。ムードン天文台の画像から比較すると、だんだん小さくなっていることがわかる。

　　　　経度変化は、グラフから見る（周期解析）と、９０．０２日の周期が出てきた。（小惑星用のソフトを使った）昔の論文どおりに振動していることがわかった。昨年の伊賀さんの発表は訂正したいとのこと。

（７）　ＥＺｓのＤｉｓｔｕｒｂａｎｃｅ

　　　　３月下旬からＥＺｓが黄色くなってきた。経度によっていろんな変化が見られた。暗く見られた部分を１系でプロットするときれいに並んだ。３個見つかった。これらは２系のものをどんどん追い越していった。

　　　　７月に大きく成長した。７月１１日にＳＥＢｎの白雲はＳＥＢから伸びだし、ＥＺｓに進入した。

　　　　黄色　→　暗斑ができる　→　白雲になる　・・・・・・・・・・・　これが基本のパターンになるようだ。
　　　　ＥＺｓの大白斑の活動がいよいよ始まったと思われる。

（８）　ＮＥＢのｆｅｓｔｏｏｎとＥＢ

　　　　今年は３月ごろから大きなものが１２本くらい見えていた。その端がＥＢを形成し、幅が広くなった。今年の目だった変化となった。

（９）　ＮＴＢ

　　　　２００２年１２月に淡化した。今年も淡いままで経過した。いつ復活してもおかしくない。この合の間に起こる可能性もある。大きな白雲が先行する可能性がある。

（１０）　ＮＮＴＢ

　　　　暗斑が見られる。プロットすると暗斑は結構早く動いている。

（１１）　ＳＳＴＢ　　

　　　　いくつかの白斑があり、Ａ０からＡ８まで記号がついている。この白斑と白斑の間に明るい部分が見られる。（２箇所 ）低気圧性の渦になっている。結構幅がふらついている。２０００年にもみられた。２００２年はマージがみられた。渦同士の合体で左回りに回転して１つになった。

　　　　最近は、これらの白斑は間が広がる傾向にある。これも、ＧＲＳやＢＡの通過と関係があるようで、其の関係から予測すると、次にマージが起こるのは２０１０年のころだろう。

（１２）　探査機の画像から

　　　　ＳＳＴＢの白斑との間に低気圧性の白斑が良く見ると回っている。中には暗斑になっているものもある。ＢＡの後方にも低気圧性の渦が見られる。

　　　　２００１年のＥＺｓの活動が活発だったときにリフトの様子が良くわかる。

（１３）　質疑

　　田部　ＳＥＢ後方の擾乱領域が赤道方向に寄ったように見える。

　　　　伊賀　３月までは普通だと思うが、ｍｉｄ－ＳＥＢ　ｏｕｔｂｒｅａｋが発生して以来、北よりになった。

　　田部　ＥＺのＥＢが北に寄ったか

　　　　伊賀　ＥＺの南縁は非常に狭い気流だ。ＳＥＢｎがほとんど見えない状況になっている。黄濁化している部分が見え方を難しくしている。ＳＥＢの淡化の前兆か？？ｆｅｓｔｏｏｎの先端が位置していて、それがベルト状に見える。
１０　研究発表（第２部）
（２）　２５ｃｍによる２００５～０６年の土星面の画像観測　　（平林）

　　　　自分で撮ったものを、自分で解析してほしいということで、発表することにした。

　　　　　　眼視観測でじっくり確認する習慣をつけよう。

　　　　　　過度な画像処理はやめよう。

　　　　　　画像の意義を考えて撮像しよう。（単波長域画像の撮影）

　　　　　　光学系の調整と合焦は完璧に。

　観測機材の紹介・接眼部は改良した。２４日で１１６イメージを得た。

　　○　ＳＰ　地方の変化

　　　　　２００５年１月はピンク系統だった。今年の１月になってグリーンのベルトになった。３月になってグリーンは淡くなってきた。５月には消失した。

　○　ＳＴＢの濃化

　　　　　　　　ＳＴＢは次第に濃くなってきた。

　　○　Ｄｅ　Ｄｓとリングの影の変化

　　　　　　　　Ｂリングが衝の前後で明るくなった。

　　　　　　　　カシニから本体が見えるようになった。

　　　　　　　　ＮＥＢの姿が見えてきた。（影から出てきた）

　○　ＳＴｒＺの白斑

　　　　　　　　２月５日に見た。肉眼でも見ることができた。２月９日には急速に淡くなった。

　○　ハイリゲインシャイン現象

　　　　　　　　並べてみると良くわかった。今年は、太陽を真後ろにして見えている位置関係で、印象的だった。

○　拡大画像から本体の縞模様について確認した。

　　　　　　　　北極地方は青っぽく見えてきた。

（３）　ＷｉｎＪＵＰＯＳの使い方　（三品）

惑星面にある模様の位置測定が出来るソフトである。

但し、通常のソフトとは違った操作がある。

機能は位置測定・ドリフトチャート・展開図の作成である。

このソフトに限らず、解析ソフトは重要。

　　○　惑星を撮像しなくてもサイエンスできる。

　　○　情報が多いとサイエンスの醍醐味を味わえる。

今日は実際に操作して、画像を取り込み、模様の位置を計測した後、

ドリフトチャートを作成してみます。（途中省略）

　　　　　　わかりやすい説明書はなかった。そのため、簡単な説明を自分で作り月惑星研究会のＨＰで

公開しているので、それを参照してください。順次加筆してわかり易くしてゆきます。

（４）　２００６年のｍｉｄ－ＳＥＢ　ｏｕｔｂｒｅａｋ　　（伊賀）

　　　１２月１８日に発生（永長）。その後永長さんが記録を続けた。１８０度くらいにもうひとつ見つかった。１月にはどんどん広がっていった。ＧＲＳの北で見えなくなることが多い。

　　　　　　　　　過去のものを一覧にして、３分類にして、ｗｅａｋ／ｍｅｄｉｕｍ／ｓｔｒｏｎｇの３つに分類した。

　　　１９９８年のものを振り返る。発生源は途中でジャンプした。（ｓｔｒｏｎｇ　ｔｙｐｅ）

　　　２００１年にｗｅａｋなものがあった。
　　　２００２年は発生源で起こり、前に進んでから新しい白斑が発生するパターンが見られた。

　　　２００３年は初期から捉えられた。

　　　２００６年はどんどん伸びて１８０度の物に接近していった。１８０度のものは見えなくなって、それを通り越していった。３月８日にＳＥＢの中央に雷雲と思われる明るく小さな白斑が見つかった。それは、ＳＥＢの中より南側にある。発生した白斑が衰えかかると、そのまま同じ位置で再び復活しているようだ。だから、発生源があるのではなく、発生源は白斑とともに移動していき、改めて復活するようだ。

　　　　　　　　　　大赤斑の前方にも擾乱領域ができてしまった。原因は大赤斑の北側を通過したか、新しくできたのかわからない。８月には収束したようだ。ドリフトチャートは色分けし、ｍｉｄ－ＳＥＢ　ｏｕｔｂｒｅａｋの前端の暗斑を調べると、大赤斑の北側を通過して、大赤斑の前方に伸びたようにみえる。
　　　＜まとめ＞　

　　　　　　　大赤斑後方の白斑群が押しやられて、前方に噴出した。

（５）　単波長の木星面　　（安達）

　　　　　最近関西支部に報告されてきた画像を元に、単波長で撮影されている人と、フィルターを一覧
表にした。ＩＲだけで見ると結構いろんな波長にわたり、これといった決まった波長は特定できてい
ない。それだけに、何を目当てに撮影したというのがわからない状況にある。
　　　　　有益な波長はどれなのかわからず、解析も方法がわからない。おそらく、基準星を写しそれ
を基準に測定するとできるが、基本的にｆｉｔｓ画像で、しかも生画像でないと使えないことははっきり

している。これから、どんな解析をすれば何がわかるのか情報を持っている人がいたら教えていた

だきたい。
　　　　　メタンバンドはみなさんが知っているように有用で、分解能が高いと、詳しい木星面の状態がわ

かる。そのほかのバンドでははっきりしない。たくさんの波長で撮影されているが、目当てが必要だ

ろう。

（６）　木星観測超極秘計画　　（田部）

　　　　　観測対象　ＳＥＢ　ｄｉｓｔｕｒｂａｎｃｅの観測
　　　　　観測場所　国立天文台○○島天文台

　　　発生したときに大きな望遠鏡で観測した例がない。連続で向けられる意義は大きい。

　　　メタンバンドで撮りたい。高密度で観測できる。論文化できる。

（７）　惑星スケッチデジタル化プロジェクトの進捗状況　　（田部）

　　　　　３０００枚のスケッチが押入れに残っている。なんとか後世に残したい。また、多くの貴重な過去

の記録も残したい。最終的にはいろんな人のものをアーカイブにしていきたい。散逸させないよう
に始めた。
　今年の３月からはじめた。明治大学の学生に協力いただき、作業を進めている。明治大学のも
のだけはＤＶＤにした。現在までに８０００枚くらいで、後１０００枚くらいある。今日はお宝スケッチ

の紹介があった。
　国内で呼びかけ（いろんな方法で）ていきたい。海外との連携を図りたい。

（８）　鏡面冷却による筒内気流の改善　　（瀧本）

　　　　　７月の終わりからの取り組みの発表。
　　　　　水をまくことによって非常に効果が高い。

　　　　　セルにファンを取り付けた。音がうるさいが辛抱できる。温度センサーを取り付けた。
　　　　　鏡面と鏡筒に取り付けた。

　　＜送風＞

　　　　渦が発生しているように思う。

　　＜排気＞

　　　　良好・・・・・１時間半から２時間で、温度差は０．５度以内に収まる。

　　＜温度＞

　　　　熱量の変化によって、鏡筒内では空気の入れ替わりが反対になる。

１３　事務連絡

　　来年の開催　　　来年の１０月ごろにダイニック・アストロパーク天究館で行う。
